様式６
会　議　録
	会議の名称
	桶川市立桶川東中学校　第５回学校運営協議会

	開催日時
	　令和６年２月２７日（火）
（開会）　１３：１０　　　（閉会）　１５：２０

	開催場所
	桶川東中学校　PC室

	出席者氏名（委員）
	松本　潔委員長、　野頭　國郎副委員、　山平　米男委員
中村　文雄委員、　上　佐良委員、
校長　家德　丈夫、　教頭　杉原　美和、　主幹教諭　髙瀬　寛明

	欠席者氏名（委員）
	山平　しのぶ委員、村山隆之委員

	傍聴者
	　０　名

	議題
	（１）情報提供
（２）学校生活アンケートについて
（３）地域に根差した学校について
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（１）不登校について










































（２）学校評価について
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〇不登校について
・長期に欠席する生徒がでないよう、別室登校等で、欠席数を減らしている。学校への登校を
習慣づけることが必要だと考えている。
・働き方改革については、教員の在校時間が大きく減ることはない。特に部活動の時間も入ってくるので難しい。


・勤務時間を少しでも減らす子ための対策をすることは必要である。まずは計画的に仕事を進めていくこと。一人に負担をかけないようにする。


・3年生の進学については、様々な教育の形態のある学校があり、選択の範囲が広がっていると感じる。


・中学や高校等、まずは生徒が学習を進めることが大切である。先生から教わり学んでいくことができる環境を整えないといけない。

・学校教育が成り立つように、また、保護者の責任も大切である。互いに子供の教育をすすめていく。
・先生になる人が減っていると聞く。そのような現状でも、やる気を持っている人に頑張ってほしい。
・常識とは何か。それ以上に何が子供たちの教育にとって大切なのかを、大人が考える必要もある。
・学校教育だけがすべてを担うのは違う。
・時には生徒を指導し、保護者にも共有する。
・保護者とは、会うことも大切である。電話だけ済まされるのは、よくない場合もある。それは、先生方にも理解しておいていただきたい。
・中学生になると、一人で留守番できる年齢である。しかし、子供の相手をする時間も取る必要がある。


・生徒は、毎日登校し、関りをつくることができるような体制は今後も作っていきたい。
・さわやか相談室では、1年生対象に面接を実施している。課題や問題を、学校全体で把握し、組織としてその解決や解消に取り組んでいきたい。

〇学校評価について

・評価の説明には具体的な内容があるとよい。
・判断の基準についても考えていく。
・ＣＳとしての意見を述べやすくなるような、学校評価自体の内容をつくっていくことが必要である。



	配付資料
	（１）本校の現状についての資料
（２）学校だより






